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Stanley Sue教授が所長を務めるCenter for Excellence in Diversityの客員研究員として，彼の研究
チームの共同研究に参加することができました。中国系アメリカ人であるSue教授は，米国臨床心理





















 　そのお陰で，私はSue教授とWestern Psychological Association（92th Annual Convention）にお








 　ご縁は更なるご縁を呼ぶもの！　Sue教授の研究所があるPalo Alto Universityは，元来心理学の大





 　こうした自由気ままな生活の傍らに私はPalo Alto UniversityのLeonard Beckum教授が担当する








































































課後学習プログラム（Kids Learning After School）が州政府からの補助の下で設けられていて，学
業援助のほかにも生活態度の改善や自尊感の増加を教育目標とした多様なプログラムがほぼ無償に近
い形で提供されていたことも非常に印象深かったです。このプログラムの利用者の殆どが不法移民の
家庭や英語を母語としない移民1世の家庭の生徒達であり，こうした家庭の児童への学習権を保障し，
学力の底上げを図っていることに大きな感銘を受けました。私の娘もこのプログラムに参加していま
した。その教育的効果に個人差は大きいと思いますが，全く英語の話せなかった娘が3か月ほどで片
言の英語で他の児童と楽しそうに遊んでいる姿を見て，移民家庭に対するプログラムの有効性を実感
することができました。なお，カルフォルニア州は大変な財政赤字を抱え，様々な教育予算をカット
せざるを得ない中でも英語を母語としない生徒への教育支援の予算を維持しており，弱い者ほど守る
べきというアメリカ人の懐の大きさを感じることができました。 
 　以上のように私の米国研修は，研究と生活の両面において大変充実したものでした。日本に帰って
きた今も私は米国で築き上げた研究ネットワークを生かして日米の共同研究を進めており，このネッ
トワークは今後私の研究者としての道を歩む上では代えがたい貴重な資源となることでしょう。この
ような貴重な機会に与ることが出来たことは実に光栄なことであり，改めて米国長期研修の機会を与
えて頂いた名古屋学院大学の皆様に深く感謝の意を表したいと思います。 
 
